
　わが国では、製品の廃棄処理やリサイ
クル処理の責任を、製品を市場に供給
した生産者が負う拡大生産者責任の方針
の下、1990年代より法整備が進められ、
2000年には3R（リデュース、リユース、
リサイクル）の概念を取り入れた循環型
社会形成推進基本法が制定されました。
化粧品においても3Rの理念に沿った取
り組みや商品設計が推進され、2015年現
在では3Rは特別な概念ではなく、ごく
当たり前の取り組みとして普及していま
す。本稿では、化粧品における3Rを含

めた環境負荷削減の取り組みを、当社の
事例を中心に紹介します。

　化粧品に限らず、製品の環境対応を
進める上で、最大の後押しとなるのは
消費者の理解ないし支持であることは
疑う余地はありません。われわれは、
消費者が化粧品会社にどのような環
境対応を望んでいるのかを調査するた
め、インターネットによるアンケート
調査を実施しました。調査は、2008年
6月に15歳以上の一般男女を対象とし
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て、エヌ・ティ・ティレゾナント（株）
の運営するWebサイトを通じて行い、
1,025名＊から回答を得ました。
　「化粧品メーカーに望む環境におけ
る社会貢献活動は何か？（複数選択式）」
との問いに対し、「パッケージの簡素化」
「環境負荷の少ないパッケージの開発」
といった容器包装に関する要望が回答
上位を占める結果となりました（図1）。
化粧品の容器包装は内容物を保護する
だけでなく、使用しやすいように適量
をとりわけ、時に塗布用具としての機
能を果たすなど、さまざまな役割を備
えていますが、消費者が化粧品に期待
するのは、何より内容物による効果や
満足感であって、容器包装はあくまで
二義的な位置づけであることが、その
大きな理由であろうと考えられます。
また、こうした回答が過半数となった
要因としては、化粧品の容器包装に対
する過剰包装や過剰な加飾感といった
イメージが一般に定着している点にも
求められるでしょう。
　次に、環境負荷削減のトレードオフ
（一方を得ようとすると、一方を失う
関係性）として起こりうる事象に対す
る消費者の受容度について、再度イン
ターネット調査を実施しました。調査
は2008年7月に化粧品を日常的に使用す
る男女を対象に、当社の運営するWeb
アンケートサイトを通じて行い、6,092
名*から回答を得ました。
　「ご利用の化粧水が、エコ製品となる
ことで“ある性質”が劣るとした場合、

許せないものをお答えください（複数
選択式）」との設問に対して、「内容物
の使用感・性能がやや劣る」とした回
答者が約70%と最も多く、次いで「開
封後、内容物の色・使用感・香りがや
や劣る（変化する）」が50%、「やや割
高である」との回答が48%を占めまし
た。一方、「包装のデザインがやや劣
る」「容器のデザイン・質感がやや劣る、
安っぽくなる」といった容器包装に関
するトレードオフを許容しないとした
回答は少数でした。このトレードオフ
についての質問を、化粧水だけでなく
乳液、保湿・美容クリーム、ベースメー
ク（化粧下地、ファンデーションなど）、
ポイントメーク（口紅、マスカラなど）、
ヘアケア製品についても同様に実施し
たところ、どのカテゴリーの化粧品に
おいても化粧水の結果と同様の回答結
果が得られました。
　これらの調査結果は、化粧品の環境負
荷削減を検討するにあたっては、容器包
装を中心に進め、内容物の性能の劣化を
伴わないこと、また、価格の上昇を伴わ
ないことが消費者の支持を得るためには
重要であることを示しています。

　化粧品容器は、主にポリプロピレン
やポリエチレンテレフタレートといっ
たプラスチック類、ガラス、金属、ゴ
ムなどによって構成されます。容器の
軽量化は、単に製造段階で投入される

3 リデュース：容器の薄肉化・軽量化設計

＊：設問により無回答者がいるため、回答者数は異なる
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資源の量を削減できるだけでなく、輸
送や廃棄･リサイクル処理の負荷を軽
減させることから、環境負荷の削減効
果の大きな取り組みです。また、投入
原材料の削減に伴うコストメリット
は、事業者にとっても大きな動機付け
の要因となります。しかし容器を薄肉
化・軽量化する場合には、例えばポン
プの付属したシャンプー容器では、内
容物と容器自身を支え自立するだけで
はなく、ポンプを押し下げたときにた

わんだり座屈したりしないよう容器の
剛性を保つ必要があるなど、製品の使
用や携帯に支障をきたさない設計が求
められます。

　詰め替えレフィル製品の配置は、化粧
品で最も消費者認知度の高い環境活動で
しょう。本体製品に比べて容器の構成が
単純かつ軽量であるため、容器製造や廃

図2  資生堂で最も古いレフィル式コンパクト

図 3  広がるレフィル製品

4 リユース：レフィル（詰め替え）製品の配置
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棄に関わる環境負荷が小さいことに加え
て、一般に本体製品よりも安価な価格設
定が行われることから、事業者と消費者
双方にとってメリットが大きいという特
徴をもっています。
　化粧品におけるレフィル製品の歴史は
古く、資生堂は1926年（大正15年）に最
初の付け替え可能な白粉を発売していま
す（図2）。以来、ベースメーク製品にお
いてレフィル製品が配置されることは慣
例となっていましたが、シャンプーやコ
ンディショナーのレフィル製品が市場に
登場したのは1980年代後半のことで、化
粧水などスキンケア製品に広がりをみせ
たのは2000年代後半になってからのこと
です。レフィル製品は、内容物の性状
に合わせて、シャンプー・コンディショ
ナー類や化粧水・乳液類といった液体
の製品では詰め替えタイプが、ファン
デーションやクリーム・美容液などの
固形・半固形の製品では、付け替え式
のカートリッジタイプが採用される場
合が多くみられます。
　当社が環境報告書の発行を開始した
1997年には、レフィル製品はシャン
プー・コンディショナーなどわずか数
品目を数えるだけでしたが、2015年現
在では、資生堂の主要製品のうち、ポ
ンプ付きシャンプー・コンディショ
ナー類には100%、ファンデーション・
白粉類には96.7%、化粧水・乳液類に
は42.9%にレフィル製品が配置され、
日本国内で販売されているレフィル製

品の数は700品目を超えるまでに拡大
しています（図3）。

　化粧品に限らず、製品の環境負荷を
小さくする上で重要なことは、投入さ
れる素材の量をできるだけ減らすこと、
できるだけ環境負荷の小さな素材を使
用すること、そして、廃棄された後で
リユースやリサイクルが行われやすい
ような設計を施すことです。
　容器の製造プロセスでは、必ず成形
不良品や射出成形*の端材（ランナー）
が廃棄物として発生しますが、こうし
た製造プロセスで発生する廃棄物は多
くの事業者で再利用されています。ま
た最近では、こうしたプレ・コンシュー
マー素材のリサイクルだけではなく、
飲料ペットボトルを回収したリサイク
ル樹脂などのポスト・コンシューマー
素材の活用も積極的に進められていま

図 4  容器の易分解性設計

5 リサイクル：リサイクル素材の活用と易リサイクル性設計

＊射出成形：プラスチックなどの加工法で、溶かされたプラスチックの原料を金型に流し込み、一定時間
冷却することでプラスチックが固められ成形品ができあがります。プラスチックが金型に流し込まれる
様子が注射器を使うのと同様の作用を呈することから射出成形法とよばれています
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す。
　化粧品容器は、美しいデザインを実
現するため、しばしば異種素材を組み
合わせて構成されています。このよう
な異種素材容器がそのまま廃棄された
場合にはリサイクルの阻害要因ともな
ることから、こうした製品には、素材
ごとに容易に分別廃棄できるよう配慮
された易分解性設計が施されています
（図4）。
　また資生堂では2001年4月に、当社化
粧品の使用済みガラスびんのリサイク
ル活動を始めました。店頭で回収され
たガラスびんは、分別、洗浄、破砕工
程を経て、新しい製品のガラスびんの
原料として再生されていました。化粧
品に求められるデザイン性から、さま
ざまな色のガラス容器に入った製品が
販売されていますが、そのほとんどは
リサイクル性を考慮して無色透明のガ
ラスびんに塗装を施すことにより製作
されています。ガラスびんの成型温度
（約1,400℃）では塗料の成分は燃え尽
きてしまうことから、塗装による着色
はガラスリサイクルの妨げにならない
ためです。しかしながら、2001年当時、
化粧品のガラスびんを資源ごみとして
回収する自治体は非常に稀でした。消
費者が使用し廃棄したガラスびんは自
治体により廃棄物回収されますが、リ
サイクルセンターでの分別プロセスに
おいて、化粧品ガラスびんが塗装びん
かどうかを見分けることは実務上困難
であったことがその理由です。ガラス
びんの自主回収・リサイクルの取り組
みは、社会システムの不備を補う形で

一定の役割を果たしましたが、循環型
社会形成推進法が制定されて10年以上
の時が経ち、3Rに対する消費者の意識
向上に伴い化粧品ガラスびんを資源ご
みの対象とする自治体が増えたことを
受けて、2013年2月に終了しました。
　廃棄物の取り扱いに関する社会制度
は、厳しい規制の下で運用されていま
す。これらの規制は、違法投棄に対す
る抑止力となる一方で、“廃棄物を取り
扱う事業者”以外の事業者にとって、
回収や処理の現場確認などをすること
により廃棄物のリサイクルなどの取り
組みを非常に高コストなものにしてい
るという側面もあります。今後、事業
者による3Rの取り組みを円滑に促進す
るためには、リサイクルに適した製品
設計や廃容器の店頭回収といった事業
者の努力を支援する柔軟さと、違法行
為の抑止との間でバランスの取れた制
度設計がなされることを期待していま
す。

　石油や天然ガスといった化石資源は
有限な資源であり、また、使用後に焼
却された際にはCO2 が排出されます。
一方、生物を起源とするバイオマス素
材は再生可能な資源であり、また廃棄
時に焼却されても大気中のCO2 濃度の
増加に寄与しないカーボンニュートラ
ルな素材です。近年ではポリエチレン
やポリエチレンテレフタレートといっ
た、従来は化石資源から製造されてい
たプラスチックもバイオマスから合成
され、流通するようになってきており、

6 バイオマス素材の活用
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化粧品においても積極的にその活用が
図られています。
　資生堂では、サトウキビを起源とす
るバイオポリエチレンを容器素材に採
用したシャンプーシリーズを、2011年
に日本で初めて上市しました。今後
2020年までに、当社が国内で使用する
ポリエチレンのうち70%以上、プラス
チック全体の50%以上をバイオマス由
来の素材に切り替えることを目標に、
展開を進めています。

　バイオマスを起源とする素材であれ
ば、どんなものでも環境負荷が小さい
というわけではありません。原料とな
る植物が、貴重な天然林の乱伐や生態
系の撹乱、退縮を伴うような方法で生
産されている場合には、たとえ価格が
安く、見かけ上、CO2 排出量が低くて
も使用されるべきではありません。近
年では、こうした破壊的な手法によら
ない、持続可能な方法で生産された素
材に対して認証を与える動きが活発に
なっています。東南アジア地域で生
産されるパーム油に対して認証を行
うRSPO（Roundtable on Sustainable 
Palm Oil : 持続可能なパーム油のため
の円卓会議）認証や、FSC（Forest 
Stewardship Council：森林管理協議会）
認証などはその一例です。現在では多
くの企業が、認証を受けた原材料への
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7 認証原料の活用

切り替えを方針に掲げ、持続可能かつ
追跡可能な原材料調達の取り組みを進
めています。

　化粧品と一括りにいっても、シャン
プーやコンディショナーといった日用
品・生活必需品から、高級クリームの
ような嗜好品・贅沢品としての性格が
強いものまで、その製品特性の幅は広
く、それぞれが消費者に提供する価値
は大きく異なります。環境対応といえ
ば、できる限り製品の構成を簡素化す
ることと思いがちですが、高価格の化
粧品においては容器のデザイン性も製
品価値の重要な要素であり、化粧品の
環境負荷削減を考える際には、その製
品特性との整合をいかに図るかという
点が重要なポイントとなります。
　また、製品の環境対応を進める上
で、消費者の理解は欠かすことのでき
ない重要な要素です。消費者の支持を
得るためには、実際的な取り組みを進
めるだけでなく、その取り組みがどの
ような意味をもち、どの程度の効果が
あるのかといった情報を丁寧に、わか
りやすく開示する必要があります。今
後、こうした消費者との環境コミュニ
ケーションをどのように充実させてい
くか、個々の企業や業界を越えた努力
が求められています。

8 おわりに
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